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チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二
～
一
八
七
〇
）

は
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
で
あ
る
。
彼
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
19

世
紀
半
ば
、
イ
ギ
リ
ス
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

時
代
へ
と
移
行
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
心
の
内
面
を
重
視
す

る
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
即
位
し

た
一
八
三
七
年
ま
で
続
き
、
そ
れ
か
ら
は
現
実
を
直
視
す
る

時
代
へ
と
移
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
は
一
八
三
七
年
か

ら
一
九
〇
一
年
ま
で
、
実
に
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
は
、
近
代
の
機
械
的
な
時
代
で
、

内
外
面
を
問
わ
ず
に
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
機
械
の
時
代
で
あ

る
。
産
業
革
命
が
本
流
と
な
り
、
国
の
工
業
化
が
始
ま
り
、

労
働
者
階
級
が
多
く
の
不
満
を
持
ち
、
普
通
選
挙
権
を
求
め

て
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
を
展
開
し
た
時
代
で
あ
る
。
中
級

階
級
は
富
を
得
た
も
の
の
、
貧
者
が
増
加
し
た
の
も
こ
の
時

代
で
、
都
会
に
ス
ラ
ム
が
多
く
発
生
し
た
。
こ
の
時
代
の
文

学
者
は
前
述
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
立
ち
向
か
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
中
産
階

級
的
社
会
か
ら
外
へ
踏
み
出
し
、
社
会
の
底
辺
に
向
け
ら
れ

た
。 デ

ィ
ケ
ン
ズ
も
そ
の
様
に
考
え
た
文
学
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
面
を
持
っ
た
作
家

で
あ
り
、
新
聞
記
者
の
経
験
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
出
来

事
を
報
道
す
る
人
間
と
し
て
作
品
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。 

一
八
三
七
年
に
発
表
さ
れ
た
『
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』

は
貧
者
を
直
視
す
る
文
学
を
象
徴
す
る
作
品
で
あ
り
、
前
述

の
よ
う
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
面
が
垣
間
見
え
る
。
『
オ
リ

バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』
は
、
孤
児
院
で
育
て
ら
れ
た
少
年
オ
リ

バ
ー
が
主
人
公
で
あ
る
。
貧
困
の
中
で
い
じ
め
や
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
。
結
局
こ
の
物
語
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え

る
が
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
、
同
作
品
第
３
版
序
文
の
中
で
、
登

場
人
物
に
は
「
粗
野
で
醜
悪
な
も
の
が
社
会
の
中
に
存
在
す

る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
否
定
で
き
な
い
『
厳
粛
か
つ
明
白
な

事
実
』
な
の
だ
」
と
主
張
し
て
、
こ
の
事
実
を
隠
さ
ず
に
書

く
こ
と
が
こ
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
デ
ィ
ケ

ン
ズ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
一
面
が
見
ら
れ
る
だ

ろ
う
。 

 

『
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』
が
人
気
作
品
と
な
っ
た
デ
ィ
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ケ
ン
ズ
は
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
視
点
か
ら
、
社
会
的

底
辺
に
居
る
貧
し
い
人
々
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
々
を
主

人
公
と
し
た
作
品
を
次
々
と
発
表
し
て
、
登
場
人
物
の
悲
惨

な
生
活
を
克
明
に
描
い
て
い
っ
た
。
こ
の
点
で
い
え
ば
、
18

世
紀
中
葉
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
次
第
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
広

ま
っ
て
い
っ
た
近
代
写
実
主
義
の
小
説
を
書
き
続
け
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
初
期
作
品
を
概

観
す
る
と
、
過
度
の
喜
怒
哀
楽
が
あ
り
、
楽
天
的
倫
理
観
や

大
衆
が
求
め
る
勧
善
懲
悪
が
多
く
見
ら
れ
る
と
言
え
る
。 

 

デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
作
家
生
活
の
中
期
で
あ
る
一
八
五
〇
年
に

『
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
と
い
う
作
品
を
発

表
し
た
。
こ
の
作
品
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
作
者
の
精
神
形
成
史

を
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
を
交
え
て
語
っ
た
半
ば
自
叙
伝

的
な
作
品
で
、
彼
自
身
の
作
品
の
中
で
最
も
長
い
作
品
で
あ

る
。
主
人
公
で
あ
る
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
は
父
亡
き
後
に
誕
生
し
、

母
を
早
く
に
亡
く
し
、
孤
児
同
様
に
育
て
ら
れ
、
継
母
の
い

じ
め
に
遭
い
、
大
伯
母
の
世
話
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
で
あ
る
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
半
自
叙
伝
的
作
品
で
あ
る
と

前
述
に
書
い
た
が
、
物
語
の
大
半
が
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
作
家
に

な
る
ま
で
の
人
生
経
緯
と
何
ら
か
の
意
味
が
繋
が
っ
て
い

る
と
言
え
る
。 

 

デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
、
借
金
苦
で
彼
以
外
の
家
族
が
皆
刑
務
所

に
入
れ
ら
れ
、
彼
自
身
も
学
業
を
中
断
し
、
少
年
の
身
で
工

場
に
働
き
に
行
か
さ
れ
る
と
い
う
み
じ
め
な
経
験
を
し
て

い
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
債
務
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
る

生
活
困
難
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
そ

う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
、
こ
の
当
時
の
思
い

出
を
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
の
中
で
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
る
。
質
屋
の
場
面
で
は
見
舞
い
に
来
た

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
対
し
て
養
父
ミ
コ
ー
バ
は
、
金
の
使
い
方

に
つ
い
て
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
を
訓
示
す
る
場
面
が
描
か
れ
、
用

件
を
済
ま
せ
な
が
ら
、
彼
に
ラ
テ
ン
語
を
教
授
し
た
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
。 

 

『
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
を
発
表
し
た
頃

か
ら
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
作
品
に
変
化
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は

デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
描
く
小
説
の
生
涯
の
テ
ー
マ
が
見
え
て
き

た
の
だ
。
例
を
挙
げ
る
と
、
『
荒
涼
館
』
で
は
、
風
刺
や
社

会
批
評
を
効
か
せ
た
も
の
と
変
貌
し
て
い
き
、
イ
ギ
リ
ス
大

法
院
に
お
け
る
事
務
遅
滞
を
徹
底
攻
撃
し
、『
無
情
の
時
代
』

で
は
、
功
利
主
義
的
思
想
が
、
こ
の
時
代
の
諸
悪
の
根
源
と

さ
れ
た
。
同
作
品
に
お
い
て
、
工
業
都
市
で
あ
る
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
コ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
居
住
す
る
ト

マ
ス
・
グ
ラ
ッ
ド
グ
ラ
イ
ン
ド
は
、
功
利
主
義
の
狂
信
者
で
、

世
界
で
認
め
ら
れ
る
の
は
事
実
と
統
計
の
み
で
あ
る
と
説



26  

き
、
人
間
性
を
豊
か
さ
に
満
ち
た
も
の
に
す
る
情
緒
活
動
等

は
一
切
害
悪
と
し
て
観
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
描
か
れ
て

い
る
。
『
無
情
の
時
代
』
の
冒
頭
で
は
、
ト
マ
ス
が
経
営
す

る
学
校
で
、
新
米
教
師
と
生
徒
を
前
に
「
事
実
以
外
は
教
え

て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
場
合
の
事
実
と
は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
前
述
の
『
オ
リ

バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』
の
序
文
に
て
書
い
て
い
る
「
事
実
」
と

は
異
な
り
、
「
歯
の
表
面
は
何
で
お
お
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
う
類
の
事
実
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
グ
ラ
イ
ン
ド
は
、
自

分
の
子
供
に
も
以
上
の
よ
う
な
事
実
万
能
主
義
教
育
を
受

け
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
、
息
子
は
冷
酷
か
つ

利
己
的
思
考
動
物
に
成
長
し
、
娘
は
恋
愛
感
情
さ
え
弁

わ
き
ま

え

な
い
、
へ
ん
ぱ
な
女
性
に
成
長
し
た
。
事
実
を
教
え
た
こ
と

で
、
人
間
と
し
て
の
当
た
り
前
の
感
情
を
有
し
な
い
、
筆
者

が
思
う
に
冷
酷
非
情
な
人
間
が
多
く
登
場
す
る
小
説
を
書

く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。
そ
の
反
面
、
『
ク
リ
ス

マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
の
よ
う
に
、
守
銭
奴
の
主
人
公
ス
ク
ル

ー
ジ
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
夜
に
す
で
に
他
界
し
た
マ

ー
リ
ー
の
亡
霊
と
対
面
し
て
、
３
人
の
精
霊
に
逢
う
こ
と
で
、

自
ら
の
未
来
を
知
り
、
町
の
人
々
の
た
め
に
親
切
な
人
物
に

変
貌
し
た
と
い
う
、
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
も
描
い
て
い

る
。
そ
の
作
品
で
も
主
人
公
は
金
の
為
な
ら
冷
酷
非
情
に
財

産
を
無
搾
り
取
る
現
実
的
な
人
間
に
描
か
れ
て
い
る
。 

現
実
主
義
・
事
実
を
描
い
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
も
ユ
ー
モ
ア
や
風
刺
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
た

作
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
・
記 


